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Abstract

MushroomswerecollectedinIriomoteIslandonMay21and22,2011toidentifyspeciesandobtainusefulisolatessuchas

ediblemushrooms・Thecoastalforest,beachdune,palmtreeforest,broad-leavedforestwithmostlyCastα"叩sissie加ﾉ戒i,P腕"s

ﾉ"c畑ensisforestweresurveyed,and22mushroomspecieswereidentified.Tuんstomaadhaerens,P.ﾉem℃伽sabaJonus.

Oudemansiellacanai通ﾉVeonothopa"usnambiandAuriculariano〃"ゾchawereworthyofspecialmention.
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はじめに

西表島におけるきのこ相を明らかにし，食用となるなど有

用なきのこ菌株を得る目的で調査した．

調査方法

2011年5月21日と22日に，西表島の特徴的植生を呈す

る地点できのこを収集した．海岸林，海岸砂浜，常緑広葉樹

林，リュウキュウマツ林，ヤシ林を選定した．

方法としては，歩道またはトレールに沿って歩きながらき

のこを探し，見られたきのこを写真撮影した後，紙袋に入れ

て琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設に持ち帰

り，必要に応じて特徴を記録した．その後，通風乾燥機を用

いて乾燥した．乾燥標本については大分県農林水産研究指導

センターきのこグループで保管したが，アバタケシボウズタ

ケTulostomaadhaerensLloydについては専門家に送って

確認を依頼した．

食用のクロアワビタケ〃burotusa伽ん"画sY.H.Han,

KM.Chen&S.Cheng,ネッタイヌメリタケ

Oudemansi巳"acanarii(Jungh.)Hohn.,アラゲキクラゲ

Amゾセulaiゾapolytricha(Mont.)Sacc,およびシロヒカリタ

ケノWeono妨叩anusnambi(Sveg-)Petersen&

Krisai-Greilhuberについては,PDA培地を用いて分離した．

結果および考察

1．5月21日の調査

1）住吉の海岸林（アダン，広葉樹，砂浜）

草本類の生える地上からシバフタケ〃召rasmius01℃ades

(Bolt.:Fr.)Fr.(Fig.1),枯木からホウライタケ属，チヤツ

ムタケ属を採集した．砂地上では，アバタケシボウズタケ

(Fig.2,3,4)を採集した．

九州でのケシボウズタケ属菌については2004年以前に，

福岡県，長崎県で2例採集されたのみであったが，その後相

次いで採集された．アバタケシボウズタケは，これまで大分

県，宮崎県，鹿児島県で発生が確認された')が，今回初めて

沖縄県で確認された2)．この種は静岡県から三重県にかけて

も分布しており3,4)，熱帯‘性ではない．



30 琉球大学農学部学術報告第58号(2011)

2)星立のヤシ林（ヤエヤマヤシ，リュウキュウマツ，広葉樹）

食用菌のクロアワビタケ(Fig.5,6)とネッタイヌメリタ

ケ(Fig.7)が広葉樹枯木から発生していた．

クロアワビタケはオオヒラタケPlem℃mscys放加sus

O.K.Mill.と同種とする意見もあるが，著者村上が野外で複

数回採集した記録によると肉眼的特徴（子実体の色，傘表面

の状態，ひだの縁取りなど）によって明瞭に分けられるため，

別種とした．クロアワビタケは台湾から初めて記録され，熱

帯‘性と思われる．村上は宮崎県，大分県でも採集した．

ネッタイヌメリタケはその名のとおり熱帯’性で，今関・

本郷5)によると，アジア，アメリカ，アフリカの熱帯から亜

熱帯に広く分布し，日本では小笠原諸島，屋久島および沖縄

諸島に分布している．村上は鹿児島県，宮崎県でも採集した

（未発表データ）．他にキツネタケ属，ヒダハタケ属が採集

された．

3）浦内川遊歩道（スダジイ，オキナワウラジロガシ，マング

ローブ)(Fig.8)

発光‘性のシロヒカリタケ(Fig.9)と食用のアラゲキクラ

ゲ(Fig.10)が見られた．

シロヒカリタケは熱帯‘性で，最初，羽根田6)によってヤッ

プ島，パラオ，ボルオ島に産する発光‘性きのこであることが

報告された．また，宮城7)は西表島と石垣島での発生を報告

した．その後記録がなかったが，2004年に西表島と石垣島で

8)，2005年に石垣島で9)採集された．学名について宮城7)は，

川村清一博士が正光zzzり〃sﾉunaillustrisKawamuraという

学名を与えたと述べている．しかし，正式に報告されておら

ず，無効名であると思われる．その後，羽根田弥太博士から

依頼を受け,Corner̂ はHeuro加seugrammusの変種であ

るとして,Rﾉeuro〃seugrammus(Mont.)Dennisvar.

radicicolusCornerという学名を与えた．最近ではシロヒカ

リタケに対してﾉVbo"othopa"usnambi(Speg.)Petersen&

Krisai-Greilhuberという学名を用いる研究者も増えている

（根田仁,Moncalvo,J.M.私信.

jVeono妨叩anusはPetersen&Krisai-Greilhuber̂が創

設した属で，タイプ種はﾉVeonothopanusnam〃である．属

の特徴は次のとおりである.子実体はmarasmielloidで有柄，

柄は偏心生，傘の肉は白色で硬く，大変薄い，ひだは柄に垂

生して粗く，分枝し，白色であるが乾燥するとクリーム色に

なる，ひだ上またはひだとひだの間が暗色に染まる．実質は

モノミテイック，傘表面の菌糸が厚壁(lum以上）であり，

クランプを有することなどを特徴とする．なお，傘の径は

3cm以内である．シロヒカリタケは傘の径がこの定義よりも

大きい点で異なるが，その他の特徴は一致している．

アラゲキクラゲは九州各地で栽培が始められており，熱帯

からの菌株は温暖化に対応したものとして，今後の研究に有

用であると思われる．その他，ウスキハナガサLeucocoprinus

denudatus(Rabenh.)Singer,ニセホウライタケ属，キツネ

ノカラカサタケ属などが採集された．

4）西表研究施設圃場（スダジイ，オキナワウラジロガシ，そ

の他広葉樹)Fig.11)

ベニタケ属，サルノコシカケ類などが見られたが，全体に

きのこは少なかった．外生菌根を形成する樹木が多い地点で

あるので，きのこ発生に適する時期であれば菌根‘性きのこが

発生しているものと思われる．今後季節的な発生消長を調べ

る必要がある．

5）西表研究施設圃場（リュウキュウマツ林)(Fig.12)

セイヨウショウロ近縁種,アンズタケ属菌などが見られた．

アンズタケ属菌は菌輪を描いて群生していた(Fig.13,14).

スダジイ，オキナワウラジロガシ林と同様に，調査時期によ

ってはリュウキュウマツ林で菌根‘性きのこが多く発生してい

る可能‘性がある．継続調査が必要と思われる．

25月22日の調査

1）大富遊歩道（スダジイ，オキナワウラジロガシ，その他の

広葉樹）

ネッタイベニヒガサ近縁種(ヌメリガサ科ベニヤマタケ属，

Fig.15),他1種が見られた．樹種の状況から，調査時期に

よっては菌根‘性きのこが多く発生している可能‘性がある．継

続調査が必要と‘思われる．

2）大見謝（おおみじゃ）ロードパーク（スダジイ，オキナワ

ウラジロガシ，マングローブ)(Fig.16)

ベニタケ属のツギハギハツRussulaeburneoareolata

Kongo(Fig.17)とカワリハツ近縁種，ハラタケ属菌が地上
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から発生しており，サルノコシカケ類がオヒルギ枯木から発

生していた．短時間の調査であったが，きのこが多かったの

で，調査時期によっては菌根’性きのこが多く発生している可

能’性がある．継続調査が必要と’思われる．

3）住吉の海岸（海岸砂浜，広葉樹）

広葉樹枯木にシロコカワキタケHbzJz℃tusjavanicus

(Lev.)Singerとミドリスギタケ近縁種が発生していた．海岸

砂浜は砂浜の発達が悪く，岩が多くて植生が貧弱であるため，

きのこの発生は見られなかった．今後調査してもきのこの発

生が期待できないと,思われた．

おわりに

2日間の調査であったが，興味深いきのこを多数収集する

ことができた．特に，アバタケシボウズタケは九州本土で採

集されているが，沖縄県では初めて採集された．本州や九州

本土との共通種としては，シバフタケ，アラゲキクラゲ，ウ

スキハナガサ，ツギハギハツなどがあった．また，熱帯に分

布することが知られている，クロアワビタケ，ネッタイヌメ

リタケ，シロヒカリタケ，シロコカワキタケなども採集され

た．これらの一部は九州南部でも採集されており，地球温暖

化に伴って北上している可能‘性がある．この傾向は2003年，

2005年の調査結果（参考）からも支持される．

このように，西表島，石垣島はきのこ発生環境から東南ア

ジアと日本をつなぐ位置にあると考えられる．今回の調査で

は菌根‘性きのこがほとんど採集されなかったが，時期や天候

条件によって発生が見られるものと』思われる．フチドリタマ

ゴタケ，ウロコキイロイグチなど石垣島の菌根‘性きのこ種が

新しく記載された（参考）が，まだ一部が解明されたのみで，

今後続々と新種が発見されると,思われる．さらに，ホシノヒ

カリタケ（仮称），バライロシジミタケ（仮称）をはじめと

して，腐生‘性きのこについても新種と,思われるものが発生し

ており（参考），今後継続調査が必要である．

参考:2003年と2005年の調査結果

1．2003年9月14，15日，石垣島

1）バンナ公園

マメザヤタケ，ヒダウロコタケ，ヒナアンズタケ，クロア

ザアワタケ，ヒビワレニガイグチ,ツルタケ(Fig.IS)Russula

sp.(ベニタケ属の1種),R加dbqy力esp.？（ムツノウラベニ

タケ属？）

ヒダウロコタケは熱帯‘性で，九州本土では鹿児島県から大

分県まで分布し，北上していると,思われる，クロアザアワタ

ケ，ヒビワレニガイグチ，ツルタケは本州や九州本土との共

通種である．

2）ヤエヤマヤシ群落

ヤシモリノカレバタケ

高橋’2)によって石垣島産の標本を基に新組み合わせとし

て記載された．

3）川平

アラゲキクラゲ，フサヒメホウキタケ？，Lez戒zzussP．

（マツオウジ属),Lepiotasp.(キツネノカラカサタケ属）

4）於茂登岳

ウロコキイロイグチ，ヤシャイグチ，助a上なうorussv.(コ

ショウイグチ属），ヒメヌメリイグチ近縁種

ウロコキイロイグチは高橋’3)によって石垣島産の標本を

基に新種記載され．ヤシヤイグチは本州や九州本土との共通

種である．

5）バンナ公園

フチドリタマゴタケ，ツルタケ，チャニガイグチ近縁種，

アンズタケ近縁種

フチドリタマゴタケは高橋’4)によって石垣島産の標本を

基に新種記載された．

2.2003年9月16日，西表島

1）サキシマスオウ林

バライロシジミタケ（仮称，新種の可能‘性あり:Fig.19),

コガネキヌカラカサタケ，キクラゲ近縁種

コガネキヌカラカサタケは熱帯‘性で，九州本土でも夏に観

察される．

2）古見

ヒメコナカブリツルタケ，ヒビワレシロハツ，ニセクロハ

ツ，アラゲキクラゲ，オチバタケ近縁種，アンズタケ近縁種

ヒメコナカブリツルタケ，ヒビワレシロハツ，ニセクロハ
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ツ，アラゲキクラゲは本州や九州本土との共通種である．

3．2005年5月22日

1）バンナ公園

シロヒカリタケ(Fig.20),ホシノヒカリタケ（仮称,Fig.

21),Gyroporussv.(クリイロイグチ属）

シロヒカリタケがオキナワウラジロガシなどの枯れた根か

ら発生していた．ホシノヒカリタケ（仮称）’5)は新種と思わ

れた．現在,Desjardinetal.̂ )によって新種記載された

jの杉enasilvaelucensとの異同を検討中である．

要約

西表島におけるきのこ相を明らかにし，食用など有用きの

こ菌株を得る目的で，2011年5月21日，22日に調査を行っ

た．海岸林，海岸砂丘，ヤシ林，スダジイを主とする広葉樹

林，リュウキュウマツ林において調査した結果，22種のきの

こを収集した．その中で，アバタケシポウズタケ，クロアワ

ビタケ，ネッタイヌメリタケ，シロヒカリタケ，アラゲキク

ラゲなどが特筆すべき種であった．
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Fig. 1. Clustering Marasmius oreades. Fig. 2. Mushroom emerging site of

Tulostoma adhaerens.

Fig. 4. Spores of 71. adhaerens. Fig. 5. Pleurotus abalonus emerging on

the dead tree.

Fig. 7. Oudemansiella canarii. Fig. 8. The Urauch Rive

fete**&:

Fig. 3. 71. adhaerens.

Fig. 6. P. abalonus.
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Fig. 9. Luminescent Neonothopanus

nambi

Fig. 10. Auricularia polytricha Fig. 11. Broad-leaved trees in the field of

emerging on the dead tree. Iriomote Research Institute.

Fig. 12. Pinus luchuensis forest.
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Fig. 13. Cantharellus sp.

Fig. 16. Mangrove
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Fig. 17. Russula eburneoareolata.

Fig. 19. Bara-iro-shijimi-take Fig. 20. Luminescening A^. nambi.

(tentative name in Japanese).

Fig. 14. Fairy ring by Cantharellus sp. Fig. 15. Allied species with

Hygrocybe firma.

Fig. 18. Amanita vaginata.

Fig. 21. Hoshi-no-hikari-take

(tentative name in Japanese).


